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19．精神科領域における1231－IMPによる脳血流シンチ
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　1・；’・31－IMPのSPECT検査は脳血管障害だけでなく，最

近では脳の代謝などの機能を検討する目的とする場合な

ど広く用いられている．

　今回精神科領域の代表的疾患であるschizophreniaに

ついてのIMP像を検討した．

　CT，　MRIで特に異常所見のない例で主に，

　1．early　image，　delayed　imageともに特に左右差の

ない正常例．

　2．early　imageではW．N．1．でもdelayed　imageで

hot　areaの認める例．

　3．頭頂部，前頭部の集積低下例．

に分類された．症状との関係，治療による変化との関係

は今回の症例数で求めることは困難であった．主に3つ

に分類される症例のうち2のdelayed　imageで右側頭

頂部にhotを認めた症例を提示する．　CT・MRIでは特

に左右差なく正常像を示し，IMP像のみが有所見を呈し

た．治療前，治療中ともに同所見であり，同部の脳代謝

に左右差が存在することが推察される．

　精神科領域でのi231・IMP　SPECT像には，脳機能をさ

ぐる上でearly　imageだけでなく特にdelayed　imageの

重要性が考えられる．
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　新しい放射性肺機能検査薬剤である99mTc－pseudogas

（以下テクネガス）を用いた肺吸入シンチグラフィを健常

例に施行し，従来の放射性医薬品との比較も含めてその
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臨床的有用性を検討した．

　対象は，健常例6例で男性5例，女性1例，平均年齢

28．8土4．4歳である．

　テクネガス肺吸入シンチグラフィは，テクネガスジェ

ネレータで発生させたテクネガスを座位にてFRCレベ

ルからTLCレベルまで吸入させγ一カメラにてPlanar

およびSPECT像を撮像し，従来の放射性医薬品による

肺機能検査と比較した．

　テクネガス肺吸入シンチグラフィはPlanar多方向像

およびSPECT像が可能であり，健常例における肺内分

布は比較的均等分布であるが，肺上野に比べて肺下野に

多く，肺下野では前部より後部に沈着が多かった．テ

クネガス肺吸入シンチグラフィは，従来の133Xeガス，

slmKrガスによるシンチグラフィや99mTc・HSAエロソ

ール吸入シンチグラフィに比べてより鮮明な画像がえら

れた．テクネガス肺吸入シンチグラフィの肺内分布を2

時間連続で経時的に観察した結果，肺内に沈着したテク

ネガスは，粘液線毛輸送機構では移動しなかった．また，

テクネガス肺吸入シンチグラフィの肺内分布の初期像お

よび2時間後像のP．1．は，いずれも0．88土0．06で有意

差を認めなかった．テクネガス肺吸入シンチの初期像と

81mKrガス連続吸入イメージにおける肺内分布のP．1．は，

おのおの0．85±0．02，0．87土0．02と有意差を認めなかっ

た．テクネガス肺吸入シンチグラフィは換気能検査とし

て有用と考えられる．
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　正常例4例，原発性肺癌9例，肺塞栓4例，慢性閉塞

性肺疾患4例，膠原病4例，肺炎1例，胸膜炎1例，肺

嚢胞1例の計28例を対象とし，SimKrガスと99mTc－

MAAによる換気・血流シンチグラフィーを行い，換気

血流比に関するファンクショナルイメージと左右肺のヒ

ストグラムを作成した．その結果，換気血流比頻度分布

パターンを1型（正常近似型），II型（死腔様効果型），

In型（シャント様効果型），　IV型（死腔＋シャント様効

果型）の4型に分類した．このパターンは各種肺疾患の
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